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研究成果の概要 

本研究課題は「都市が個性的となる駆動力は，人々の活動需要の多様性に起因し，都市が均質化する駆

動力は，活動を満足させる空間を実現する空間利用パターンの効率性に起因するのではないか？」とい

う仮説に対して，長期間にわたる活動・空間データの経時的分析を行うことで，実証的な解答を得るこ

とである．二年度では，初年度に収集した長期的な交通行動データと施設立地データを用いて，都市の

マイクロな変化を生み出すメカニズムの解析を行なった．具体的な成果は Environmental Planning B

へと採択されており，さらに，東京都市圏を対象に 10年おきの 4時点の変化を動学的に拡張したモデ

ルによっての解析を進めている． 

 交通行動のモデリングとしては，従来は都市構造ごとに大きく異なる交通行動モデルパラメータが

必要とされていたが，利用者の社会経済属性を潜在構造に埋め込み，また，都市構造のうち，その都市

の交通サービスレベルの分布を一致させるためにドメイン適用を行うことで，大幅に地域間移転性の

性能が向上することが明らかになった．この結果は，交通主体の意思決定の潜在空間を考慮すること

と，対象となる都市空間のサービスレベルの分布を考慮するという二つによって，汎化性能の高い交通

手段選択モデルを構築できることを示している．  

 交通行動と都市空間の相互作用については，それぞれが互いに相互作用を持つことを仮定したこと

で生まれる過学習型劣位均衡に関する理論的検討と数値シミュレーションによる検討を引き続き進め

ることで，過学習型劣位均衡が生まれる/生まれない分岐を生み出す主要なパラメータについて明らか

にしており，これらの理論研究の成果と実証研究との接続性を次年度の目標とする． 
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